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「
５
月
臨
時
議
会
」

会
期　

２
０
２
３
年
５
月　

日

令
和
５
年
度

愛知県議会 HP
QR コード

・
愛
知
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
後
初
の
議
会
。

　

正
副
議
長
の
選
任
が
行
わ
れ
、
愛
知
県
一
般
会
計
補
正

　

予
算
案
を
含
む
９
件
の
議
案
を
審
議
。

最
後
に
要
望
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　

災
害
と
い
う
の
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
、
大
量
の
情

報
を
大
量
に
取
得
す
る
、
ま
た
は
伝
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

い
う
場
面
と
い
う
の
が
、
一
つ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
す
る
メ

リ
ッ
ト
だ
と
思
う
。

　

例
え
ば
、
広
域
避
難
な
ど
を
考
え
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
広
域
避
難
を
考
え
て
い

く
と
い
ろ
い
ろ
な
課
題
が
表
れ
て
く
る
。そ
う
し
た
と
き
に
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
で
負
担
を
減
ら
し
、
な
お
か
つ

安
全
力
が
向
上
す
る
こ
と
も
県
と
し
て
考
え
ら
れ
る
と
思
っ

て
い
る
。そ
う
し
た
こ
と
を
考
慮
の
上
、
防
災
対
策
を
順
次
進

め
て
頂
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

本
県
で
は
、
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
と
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、

災
害
時
に
は
ヤ
フ
ー
サ
ー
ビ
ス
上
に
県
民
に
周
知
す
べ
き
情

報
の
掲
載
を
協
議
で
き
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。利
用
者
の

適
時
的
確
な
避
難
行
動
に
つ
な
が
る
、
よ
り
わ
か
り
や
す
い

情
報
が
発
信
さ
れ
る
よ
う
、
協
定
事
業
者
と
連
携
し
て
対
応

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
回
答
】利
用
者
が
能
動
的
な
操
作
や
行
動
を
行
わ
ず
と
も
、
提

供
す
る
側
か
ら
自
動
的
に
情
報
提
供
等
が
行
わ
れ
る
プ
ッ

シ
ュ
型
と
い
わ
れ
る
仕
組
み
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

【
回
答
】Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
が
有
効
な
場
合
も
多
い
と
考
え
て
お

り
、必
要
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

現
時
点
で
、
本
県
で
表
示
で
き
る
他
機
関
の
情
報
は
、
国
土

交
通
省
の
所
有
す
る
道
路
情
報
等
の
５
つ
の
情
報
に
限
ら
れ

て
い
る
が
順
次
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
る
。ま
た
、
高
度
情
報

通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
更
新
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
被
災
現
場

の
映
像
情
報
等
の
収
集
や
共
有
が
防
災
関
係
機
関
間
で
円
滑

に
共
有
で
き
る
よ
う
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
進
展
や
他
県
の
活
用
事
例
な
ど
も
研
究
し

な
が
ら
、事
業
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
回
答
】
避
難
情
報
は
市
町
村
の
判
断
に
お
い
て
発
令
さ
れ
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
、
登
録
制
メ
ー
ル
、
同
報
無
線
、Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
、
様
々
な
媒
体
を
活
用
し
て
地
域
住
民
に
伝
達
。そ
の
ほ

か
、
市
町
村
の
避
難
情
報
を
報
道
機
関
に
伝
達
、
テ
レ
ビ
の
テ

ロ
ッ
プ
な
ど
を
通
じ
て
住
民
に
伝
達
さ
れ
る
。

　

県
に
お
い
て
も
、
昨
年
６
月
に
「
あ
い
ち
防
災
Ｗ
Ｅ
Ｂ
」
と

い
う
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
て
お
り
、
避
難
情
報
等
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
県
民
に
発
信
。

【
要
望
】

22

「
６
月
定
例
議
会
」

会
期　

２
０
２
３
年
６
月　

日
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
月
６
日

令
和
５
年
度

19

《
常
任
委
員
会
》

　

・
総
務
企
画
委
員
会

　

・
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

議
会
進
行
係
（
任
期
２
年
）

《
一
部
事
務
組
合
議
会
》

　

・
愛
知
県
競
馬
組
合
議
会

５
月
臨
時
議
会

６
月
定
例
議
会

・
愛
知
県
一
般
会
計
補
正
予
算
案
を
含
む　

件
の
議
案
、

　

意
見
書
案
５
件
、
を
審
議
。
請
願
６
件
は
不
採
択
。

21

早速、本会議では進行係を務める

質
問
者
：
朝
日
将
貴　
　

回
答
者
：
村
井
担
当
課
長

【
質
問
１
】避
難
情
報
の
住
民
へ
の
伝
達
は

　
　
　
　
　
　
　

ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か

【
質
問
２
】情
報
を
取
り
に
い
か
な
い
人
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　

情
報
伝
達
漏
れ
を
防
げ
る
方
法
は

【
質
問
３
】Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
で
今
ま
で
手
の
届
か
な
か
っ
た

　
　
　
　

こ
と
も
で
き
る
よ
う
思
う
が
、県
の
考
え
は

朝日将貴朝日将貴

総
務
企
画
委
員
会
質
疑（
防
災
対
策
課
）

の
内
容
は
、

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。



【都市計画道路名古屋第３環状線整備促進要望先】
　愛知県　建設局　　　中島 建設局長
　　　　　都市交通局　坂田 都市・交通局長
　自民党県議団　川嶋団長

【中原・境工区】

市道とＢＯＸで立体交差する区間の盛土工事を進め

ております。まずは、盛土部の沈下を事前に促進さ

せるプレロード工事を実施し、盛土の安定や沈下の

収束が概ね確認できたところです。

　プレロード工事とは、ゆるい地盤に対し、盛土を

重石として、長い年月をかけてゆっくりと沈下させ

ることで、地盤を圧縮し強くする重要な工事です。

　今年度は、プレロード工事を実施した区間におい

て、立体交差する市道のＢＯＸ工事を進めていきま

す。ＢＯＸは重量物であるため、まずは直下の基礎工

事を実施します。

【間崎・富島工区】

早期に工事に着手できるよう、国をはじめ関係機関

との協議を鋭意進めております。

名古屋第３環状線の整備については、昨年度の約２倍以上の
予算を確保しており、事業進捗に努めてまいります。

名古屋第３環状線は、本地域の南北連携軸であり、地域経済の
発展に必要不可欠であるとともに、防災機能を併せ持つ重要な
路線で、かつ、愛知県、三重県両県の行政課題の解決に寄与す
ることから、「中原・境工区及び間崎・富島工区」「前ケ須工区」
については着実な事業進捗を図り、未着手区間については、
早期に事業着手し、一日も早く全線を供用することを要望。

名古屋第３環状線（中原・境工区、間崎・富島工区）の進捗状況について

【位置図】

Ｎ
木曽三川下流域Ⅱ　弥富市・海南こどもの国

▲敷地内の一部に防災活動拠点を整備（位置、工法等検討中）

第一駐車場

第二駐車場

多目的広場

プール
斜面広場

▼【木曽三川下流域Ⅱ】

弥富市・海南こどもの国

【プレロード盛土のイメージ】 現状のプレロード箇所
（北から望む）

現状のプレロード箇所
（南から望む）

「あさひ通信　次号Vol.12」では、防災特集を予定しております。

愛知
県　
弥 富

 市

三重
県　
木曽
岬町

都市
計画
道路
名古
屋第
３環
状線

整備
促進
に関
する
要望
書


